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定
例
会
は
、
３
月
４
日
か
ら
３
月
１９

日
ま
で
の
１６
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
平
成
２５
年
度
藤
岡
市
一
般
会
計
予
算

な
ど
５８
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

◇
４
・
５
日
＝
本
会
議
　
会
期
の
決
定
。

　
　
　
　
市
長
提
出
議
案
５６
件
、
議
員

　
　
　
　
提
出
議
案
２
件
を
上
程
、
う

　
　
　
　
ち
３２
議
案
を
即
決
。

◇
６
日
＝
経
済
建
設
常
任
委
員
会
。

◇
７
日
＝
教
務
厚
生
常
任
委
員
会
。

◇
１１
・
１２
日
＝
予
算
特
別
委
員
会
。

◇
１４
日
＝
本
会
議
　
一
般
質
問
。

◇
１９
日
＝
本
会
議
　
委
員
会
付
託
議
案

　
　
　
　
２６
件
を
可
決
。



２

答答

答

答

答

答

答

答

答

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

窪 

田 

行 

隆

　
　
介
護
の
必
要
な
高
齢
者
を
、

家
族
が
介
護
の
ス
ト
レ
ス
か
ら

思
わ
ず
虐
待
し
て
し
ま
う
例
が

あ
り
、
国
の
調
査
で
は
平
成
２３

年
度
の
家
族
等
に
よ
る
虐
待
の

件
数
は
、
１
万
６
５
９
９
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。
藤
岡
市
の
状

況
と
対
応
を
伺
い
ま
す
。

　
　
こ
の
調
査
で
の
藤
岡
市
の

家
族
等
に
よ
る
虐
待
の
相
談
、

通
報
件
数
は
１１
件
で
す
。
通
報

を
受
け
て
事
実
確
認
調
査
を
行

い
、
援
助
方
針
を
協
議
、
決
定

し
ま
す
が
、
事
例
と
し
て
は
、

保
護
の
た
め
虐
待
者
か
ら
の
分

離
を
、
施
設
入
所
等
に
よ
り
行

い
ま
す
。

　
　
様
々
な
問
題
に
対
処
す
る

た
め
に
、
対
応
で
き
る
機
関
と

の
連
携
が
必
要
で
す
。
関
係
機

関
、民
間
団
体
等
と
共
に「
高
齢

者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
設
立
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
ま
す
が
伺
い
ま
す
。

　
　
国
か
ら
例
示
さ
れ
た
モ
デ

ル
を
参
考
に
、
藤
岡
市
の
実
情

に
応
じ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整

備
し
て
い
き
ま
す
。

市
有
施
設
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

に
つ
い
て

　
　
福
島
第
一
原
発
事
故
後
の

状
況
を
受
け
、
更
に
節
電
へ
の

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
市
有

施
設
の
総
数
と
、
そ
の
う
ち
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
を
導
入
し
て
い
る
施

設
の
数
を
伺
い
ま
す
。

　
　
市
有
施
設
の
総
数
は
１
５

８
施
設
で
、
そ
の
う
ち
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
を
導
入
し
て
い
る
施
設
は

３
施
設
で
す
。

　
　
消
灯
や
室
温
の
設
定
等
に

よ
る
節
電
に
は
限
界
が
あ
り
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
切
り
替
え
が

必
要
で
す
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
は
消

費
電
力
が
少
な
く
て
す
み
ま
す

が
、
初
期
費
用
が
高
額
と
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
財
政
負
担
を
抑

え
る
た
め
、
リ
ー
ス
方
式
で
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
に
取
り
組
む
市
町
村
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
藤
岡
市

で
も
検
討
を
進
め
、
照
明
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
を
図
る
べ
き
と
考
え
ま

す
が
伺
い
ま
す
。

　
　
平
成
２５
年
度
よ
り
、
鬼
石

病
院
に
実
証
的
に
導
入
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
は

リ
ー
ス
方
式
に
よ
る
導
入
も
含

め
、
費
用
対
効
果
を
検
証
し
、

順
次
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推
進
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

家
畜
伝
染
病
対
策
につ

い
て

渡 

辺 

新 

一 

郎

　
　
市
内
の
養
鶏
、
養
豚
、
酪

農
業
者
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　
養
鶏
農
家
数
は
１８
戸
、
５

万
５
７
９
２
羽
。
養
豚
農
家
数

は
８
戸
、
６
２
４
５
頭
で
す
。

ま
た
、
酪
農
・
肉
牛
農
家
数
は
、

２６
戸
、
１
７
５
８
頭
で
す
。

　
　
生
産
者
は
日
常
ど
の
様
な

安
全
対
策
を
し
て
い
る
の
か
、

ま
た
、消
毒
に
必
要
な
薬
剤
の
補

助
制
度
は
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
家
畜
伝
染
病
予
防
法
第
１２

条
の
３
飼
養
衛
生
管
理
基
準
に

基
づ
く
管
理
と
し
て
、
野
生
動

物
の
侵
入
防
止
対
策
や
畜
舎
の

消
毒
な
ど
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
養
豚
連
絡
協
議
会
に

補
助
す
る
事
で
、
消
毒
薬
、
疾

病
予
防
用
ワ
ク
チ
ン
代
の
助
成

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
藤
岡
市
に
は
処
分
家
畜
を

埋
却
す
る
市
有
地
及
び
県
有
地

が
あ
る
の
か
、
ま
た
、
殺
処
分

し
た
家
畜
等
に
対
す
る
補
償
制

度
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
埋
却
候
補
地
と
し
て
の
県

有
地
は
な
く
、
ま
た
、
市
有
地

は
、
特
定
家
畜
伝
染
病
発
生
時

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
と
併

せ
て
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
家
畜
伝
染
病
予

防
法
第
５８
条
に
よ
り
、
ヨ
ー
ネ

病
、
結
核
病
等
で
殺
処
分
さ
れ

た
場
合
は
、
家
畜
の
評
価
額
の

８０
％
が
、
ま
た
、
口
蹄
疫
及
び

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
殺
処
分

さ
れ
た
場
合
は
、
特
別
手
当
金

が
加
算
さ
れ
、
家
畜
の
評
価
額

の
１
０
０
％
が
手
当
金
と
し
て

国
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
に
つ
い
て

　
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
目
的
と
ど

の
よ
う
な
時
に
使
用
す
る
の
か

伺
い
ま
す
。

　
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
心
室
細
動
を

起
こ
し
た
場
合
に
使
用
し
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
や
人
が
多
く
集
ま

る
場
所
へ
の
設
置
が
望
ま
し
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
平
成
１８
年
の
設
置
開
始
か

ら
、
今
ま
で
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用

し
た
事
が
あ
る
か
、ま
た
、河
川

敷
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
に
設
置
す

べ
き
と
思
い
ま
す
が
伺
い
ま
す
。

　
　
市
有
施
設
関
係
で
は
、
使

用
し
た
と
い
う
報
告
は
受
け
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
は

精
密
度
の
高
い
機
器
で
、
寒
暖

の
差
が
少
な
い
環
境
が
望
ま
し

く
、
ま
た
、
適
切
な
管
理
者
が

必
要
で
あ
り
、
無
人
の
施
設
や

建
物
の
な
い
河
川
敷
等
へ
の
設

置
に
つ
い
て
は
難
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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答

答

答

街
づ
く
り
に
つ
い
て

渡 

辺 

徳 

治

　
　
全
市
的
な
雨
水
・
排
水
に

つ
い
て
、
都
市
計
画
道
路
、
バ

イ
パ
ス
等
は
整
備
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
が
、
中
心
市
街
地
に
お

け
る
雨
水
・
排
水
対
策
は
非
常

に
遅
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

　
　
藤
岡
市
に
お
い
て
も
近
年

の
集
中
豪
雨
等
に
よ
り
、
市
街

地
で
は
道
路
の
冠
水
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
局
所
的

か
つ
集
中
的
な
降
雨
で
、
予
想

外
の
雨
量
と
な
る
こ
と
か
ら
、

対
応
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
下
水
道
計
画

で
の
市
街
地
及
び
そ
の
周
辺
に

お
け
る
排
水
計
画
は
、
中
川
及

び
笹
川
の
一
部
に
放
流
す
る
計

画
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

雨
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
第
４

次
総
合
計
画
に
沿
っ
て
雨
水
幹

線
道
路
等
の
整
備
を
検
討
し
、

安
全
・
安
心
な
生
活
環
境
の
向

上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

経
済
対
策
に
つ
い
て

　
　
現
在
、
市
が
行
っ
て
い
る

中
小
企
業
対
策
は
、
利
子
補
給

な
ど
細
々
と
し
た
も
の
は
あ
る

が
、
市
と
し
て
中
小
企
業
を
育

て
て
い
く
予
算
に
な
っ
て
い
な

い
、
そ
う
し
た
目
線
が
な
い
と

思
え
ま
す
が
伺
い
ま
す
。

　
　
市
で
は
中
小
企
業
向
け
制

度
融
資
、
販
路
開
拓
や
技
術
開

発
支
援
、
ま
た
、
競
争
力
や
経

営
基
盤
の
強
化
を
図
る
支
援
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
建
設
業
で
は
、
入
札
参
加

資
格
が
Ａ
ラ
ン
ク
・
Ｂ
ラ
ン
ク

の
業
者
は
、
小
・
中
学
校
の
耐

震
改
修
事
業
が
発
注
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
業
者
は

仕
事
が
な
く
て
困
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。
高
崎
市
の
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
で
は
、

２
億
円
の
予
算
で
１０
億
円
の
経

済
効
果
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、

さ
ら
に
期
間
を
延
長
す
る
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
商
店
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
対
し
て
、
１
０

０
万
円
を
上
限
と
し
て
助
成
す

る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
藤

岡
市
で
も
中
小
企
業
者
、
商
店

街
の
活
性
化
の
た
め
に
、
同
様

の
助
成
制
度
を
考
え
て
ほ
し
い

と
思
う
が
伺
い
ま
す
。

　
　
市
と
し
ま
し
て
は
、
国
の

緊
急
経
済
対
策
の
メ
ニ
ュ
ー
を

積
極
的
に
取
り
込
み
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

答

答

堀
越
二
郎
記
念
企
画
展
　

に
つ
い
て

茂 

木 

光 

雄

　
　
事
業
内
容
と
開
催
時
期
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
堀
越
二
郎
氏
は
、
本
市
上

落
合
出
身
で
、
零
戦
な
ど
を
設

計
し
、
日
本
の
航
空
機
技
術
を

世
界
水
準
に
高
め
た
偉
人
で
あ

り
ま
す
。
零
戦
の
設
計
者
と
い

う
こ
と
で
少
な
か
ら
ず
戦
争
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
今
ま
で
こ

う
し
た
企
画
展
を
行
う
機
会
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
堀

越
二
郎
氏
の
生
誕
１
１
０
年
に

当
た
り
、
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の

映
画
が
制
作
公
開
さ
れ
ま
す
。

企
画
展
の
計
画
は
夏
休
み
に
合

わ
せ
た
７
月
か
ら
９
月
の
期
間

で
、
こ
の
機
会
に
同
氏
を
広
く

市
民
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
１７
年
度
に
ご
遺
族
よ
り

約
１
０
０
０
点
の
資
料
の
寄
贈

を
受
け
、
そ
の
資
料
を
中
心
に
、

三
菱
重
工
業
（
株
）
と
所
沢
航

空
発
祥
記
念
館
よ
り
借
用
の
資

料
も
展
示
す
る
予
定
で
す
。
そ

の
他
、
親
子
で
楽
し
め
る
企
画

と
し
て
、
紙
飛
行
機
大
会
や
、

小
・
中
学
生
向
け
の
航
空
工
学

教
室
な
ど
を
計
画
し
て
お
り
、

商
工
観
光
課
と
も
協
力
し
て
、

事
業
の
効
率
的
な
宣
伝
を
考
え

て
い
ま
す
。

高
山
社
学
に
つ
い
て

　
　
学
習
内
容
と
教
材
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
　
高
山
社
学
は
、
藤
岡
市
の

伝
統
産
業
で
あ
っ
た
養
蚕
の
歴

史
を
児
童
・
生
徒
に
伝
承
す
る

と
と
も
に
、
養
蚕
の
発
展
に
大

き
く
寄
与
し
た
高
山
社
の
歴
史

的
価
値
に
つ
い
て
学
び
、
郷
土

を
誇
り
に
思
い
、
郷
土
を
愛
す

る
子
ど
も
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
小
学
１
年
生
の
道
徳
、

２
年
生
の
生
活
科
か
ら
始
ま
り
、

中
学
３
年
生
の
道
徳
ま
で
、
義

務
教
育
９
カ
年
を
通
し
て
、
各

教
科
、
道
徳
、
総
合
学
習
の
時

間
な
ど
で
系
統
的
、
計
画
的
に

学
習
を
行
う
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
、
高
山
社
学

を
推
進
す
る
た
め
の
検
討
委
員

会
を
開
催
し
、
学
習
す
る
内
容

に
つ
い
て
指
導
用
教
材
を
整
備

し
ま
し
た
。
道
徳
で
は
、
高
山

長
五
郎
を
題
材
に
し
た
読
み
物
、

小
学
３
年
生
の
理
科
で
は
、
実

際
に
子
供
た
ち
が
蚕
を
飼
っ
て

成
長
の
様
子
を
観
察
し
、
４
年

生
の
社
会
で
は
、
高
山
社
跡
を

見
学
し
て
学
習
を
深
め
ま
す
。

ま
た
、
３
月
末
に
は
、
学
習
す

る
教
科
等
の
年
間
計
画
や
指
導

法
な
ど
を
小
冊
子
に
し
て
、
全

教
職
員
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。



４

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
つ
い
て

岩 

　 

和 

則

　
　
防
災
・
防
犯
情
報
伝
達
網

に
全
市
民
が
利
用
で
き
る
通
信

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
一
般
的
に

考
え
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
　
防
災
行
政
無
線
と
携
帯
電

話
へ
の
メ
ー
ル
配
信
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
当
市
で
は
携
帯
電
話

へ
の
メ
ー
ル
配
信
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
　
情
報
収
集
の
手
段
と
し
て
、

デ
ー
タ
放
送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
あ
る
が
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー

の
未
整
備
地
区
で
あ
る
日
野
地

区
の
一
部
２８
局
、
坂
原
地
区
の

５６
局
の
今
後
の
整
備
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
　
国
よ
り
平
成
２７
年
度
ま
で

に
、
国
内
の
全
世
帯
に
光
フ
ァ

イ
バ
ー
を
整
備
す
る
「
光
の
道
」

構
想
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

当
市
は
、
民
設
民
営
を
原
則
と

し
て
お
り
、
両
地
区
に
つ
い
て

も
民
間
事
業
者
に
早
期
整
備
を

要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
難
視

聴
解
消
未
整
備
の
千
ノ
沢
地
区
、

布
施
地
区
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
共
聴
組
合
等
で
整
備
が
必

要
な
両
地
区
に
つ
い
て
は
、
受

信
点
調
査
や
具
体
的
な
事
業
費

算
出
に
向
け
事
務
を
進
め
て
お

り
、
国
庫
補
助
等
に
よ
り
平
成

２６
年
度
中
の
整
備
完
了
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
　
防
災
無
線
で
短
時
間
に
リ

ア
ル
な
情
報
を
住
民
に
伝
達
す

る
こ
と
が
最
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
ふ
じ
お
か
ほ
っ
と
メ
ー
ル

の
登
録
者
は
人
口
の
１０
％
で
す

が
、
全
市
民
へ
の
災
害
情
報
は

ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い
く
の
か

伺
い
ま
す
。

　
　
防
災
無
線
は
以
前
は
、
総

務
省
や
農
林
水
産
省
で
補
助
金

が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
そ
の

補
助
金
の
額
が
下
が
っ
て
お
り
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
。
現

況
で
は
、
色
々
違
っ
た
形
で
住

民
に
周
知
し
て
い
く
事
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
防
災
無
線
は
多
額
の
費
用

が
か
か
り
、
平
時
に
は
騒
音
被

害
が
問
題
で
あ
る
の
で
整
備
し

な
い
と
い
う
こ
と
で
は
、
第
４

次
総
合
計
画
の
「
市
民
の
生
命

を
大
事
に
考
え
る
」
こ
と
に
反

す
る
と
思
う
が
、安
心
・
安
全
に

対
す
る
市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
私
た
ち
は
与
え
ら
れ
て
い

る
予
算
財
源
の
中
で
、地
域
の
自

主
防
犯
等
を
整
備
し
な
が
ら
安

全
安
心
を
進
め
て
い
ま
す
。さ
ら

な
る
整
備
に
つ
い
て
は
、
色
々

な
形
で
お
互
い
に
議
論
し
て
い

け
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

答

藤
岡
市
の
観
光
事
業
に

つ
い
て

神 

田 

和 

生

　
　
高
山
社
跡
、
映
画
「
風
立

ち
ぬ
」
、
そ
し
て
諏
訪
神
社
御

神
輿
と
い
う
こ
と
で
３
つ
の
地

域
の
宝
が
近
年
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
再

来
年
に
は
、
市
制
施
行
６０
周
年

を
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
３
つ
の
地
域
の
宝
を
観

光
都
市
藤
岡
の
実
現
に
向
け
て

成
長
さ
せ
、
発
信
を
し
て
も
ら

い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
が
、

市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
高
山
社
跡
に
つ
い
て
は
、

順
調
に
行
け
ば
、
市
制
施
行
６０

周
年
と
同
年
度
と
な
る
平
成
２６

年
の
夏
に
世
界
遺
産
登
録
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
年
の
夏

に
は
、
堀
越
二
郎
氏
を
題
材
に

し
た
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
映
画

が
全
国
公
開
さ
れ
、
ま
た
、
諏

訪
神
社
御
神
輿
も
、
新
聞
な
ど

に
昨
年
か
ら
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
市
制
施
行
６０

周
年
の
節
目
に
、
藤
岡
市
を
全

国
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
素
材
が
そ
ろ

う
こ
と
を
好
機
と
と
ら
え
、
市

内
観
光
施
設
へ
の
誘
客
を
よ
り

一
層
図
る
た
め
、
様
々
な
施
策

を
検
討
し
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を

活
か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
全
て
は
こ
の
地
域
に
住
ん

で
い
た
先
人
た
ち
が
私
た
ち
に

残
し
て
く
れ
た
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
重
要
な
事
は
、
高
山
長

五
郎
の
教
え
で
あ
る
「
国
利
民

福
」
の
意
志
を
継
い
で
、
こ
の

地
域
の
発
展
、
ま
ち
お
こ
し
の

た
め
に
、
市
民
が
頑
張
っ
て
き

た
成
果
が
現
れ
つ
つ
あ
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
藤
岡
市
の
新

た
な
発
展
は
行
政
と
市
民
が
繋

が
り
を
持
ち
、
一
体
と
な
り
、

同
じ
ベ
ク
ト
ル
の
も
と「
協
働
」

し
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
が
、
市

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
「
市
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
同
じ
ベ
ク
ト
ル
で
物
事

を
進
め
る
。
」
こ
の
言
葉
に
は

非
常
に
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
市
民
の
活
躍
、

市
民
の
熱
意
と
い
う
も
の
を
し

っ
か
り
と
受
け
止
め
、
こ
れ
を

行
政
が
感
じ
て
事
業
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
藤
岡
市
に
は
何
が
あ

り
ま
す
か
と
聞
か
れ
た
時
に
、

自
信
を
持
っ
て
こ
れ
だ
と
言
え

る
も
の
を
生
み
出
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

答 答

答

答

答

答



藤岡市議会だより　（２５.５.１５）５

◎掲載してある一般質問は要約してありますので、詳しくは
　藤岡市のホームページや図書館・市役所市民相談室で会議
　録（6月上旬公開予定）をご覧下さい。

答

答

　議会は３・６・９・12月の定例会と随時の臨時会が開かれます。

　傍聴希望者は、市役所２階議会事務局前の傍聴人受付へ申し込んでください。

介
護
予
防
に
つ
い
て

橋 

本 

新 

一

　
　
介
護
予
防
事
業
の
取
り
組

み
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
介
護
予
防
事
業
は
、
高
齢

者
が
可
能
な
限
り
地
域
に
お
い

て
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
も
の
で
す
。
こ
の

事
業
は
、
活
動
的
な
高
齢
者
を

対
象
と
し
て
、
機
能
の
維
持
・

向
上
に
取
り
組
む
一
次
予
防
事

業
と
、
要
支
援
、
要
介
護
に
陥

る
リ
ス
ク
の
高
い
高
齢
者
を
早

期
発
見
し
、
対
応
す
る
二
次
予

防
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
次
予
防
事
業
と
し
て
、
高

齢
者
の
健
康
増
進
、
体
力
づ
く

り
を
図
る
た
め
、
高
齢
者
水
中

健
康
体
操
を
週
１
回
藤
岡
市
民

プ
ー
ル
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
に
必
要
な
筋
力
や

体
の
動
き
を
身
に
つ
け
る
た
め
、

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
週
１
回
、

各
地
区
公
会
堂
な
ど
７５
会
場
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

お
お
む
ね
７０
歳
以
上
の
高
齢
者

を
対
象
に
、
閉
じ
こ
も
り
や
認

知
症
予
防
を
図
る
た
め
、
ミ
ニ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
各
地
区
公
会

堂
な
ど
６２
会
場
に
お
い
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
孤
立
し

が
ち
な
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
を
対
象
に
、
閉
じ
こ
も
り
予

防
と
食
生
活
の
改
善
を
図
る
た

め
、
「
生
き
生
き
満
点
教
室
」

を
２
カ
所
の
公
民
館
に
お
い
て

月
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
二
次
予
防
事
業
は
、
２
カ
所

の
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て

は
、
運
動
機
能
の
向
上
、
閉
じ

こ
も
り
、
認
知
症
予
防
を
図
る

た
め
の
自
立
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

運
動
機
能
の
維
持
・
向
上
を
図

る
た
め
の
転
倒
予
防
教
室
、
栄

養
改
善
等
を
図
る
た
め
の
自
立

型
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
が

あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
１
人

週
１
回
の
利
用
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
　
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
効
果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
生
活
機
能
、
運
動
機
能
に

つ
い
て
、
ま
た
医
療
費
の
面
か

ら
検
証
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
生

活
機
能
で
は
、
地
域
の
つ
な
が

り
が
強
く
な
り
、
閉
じ
こ
も
り

が
予
防
さ
れ
、
筋
力
、
平
衡
感

覚
が
向
上
し
、
転
倒
リ
ス
ク
が

軽
減
し
ま
し
た
。
ま
た
、
運
動

機
能
で
も
体
力
が
維
持
・
向
上

し
、
医
療
費
に
お
い
て
も
、
参

加
者
と
未
実
施
者
を
比
較
し
た

と
こ
ろ
、
抑
制
効
果
が
検
証
さ

れ
て
い
ま
す
。



放射能測定装置

６

調
査
年
月
日
◆
平
成
２４
年
９
月
２５
日
（
火
） 

午
前
９
時
３０
分
よ
り

委
　

員
　

長
　
窪
田
　
行
隆

副
委
員
長
　
野
口
　
　
靖

委
　
　
員
　
渡
辺
新
一
郎

委
　
　
員
　
山
田
　
朱
美

委
　
　
員
　
松
本
啓
太
郎

委
　
　
員
　
茂
木
　
光
雄

委
　
　
員
　
隅
田
川
徳
一

所
管
調
査

所
管
調
査

　
福
島
第
一
原
発
事
故
の
発

生
以
来
、
市
内
で
も
放
射
性

物
質
へ
の
不
安
の
声
が
聞
か

れ
ま
す
。
藤
岡
市
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
護
者
の

「
食
の
安
全
」
へ
の
不
安
の

声
に
応
え
る
た
め
、
機
器
を

設
置
し
て
放
射
性
物
質
測
定

を
行
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
販
売
さ
れ
て
い
る
食
品
は
、

流
通
段
階
の
検
査
で
安
全
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
藤

岡
市
が
児
童
・
生
徒
に
提
供

す
る
給
食
の
安
全
性
を
、
自

ら
確
認
す
る
の
は
重
要
な
こ

と
で
す
。

　
測
定
は
市
が
購
入
し
た
機

器
と
、
国
か
ら
貸
与
さ
れ
た

機
器
の
２
台
を
使
っ
て
、
専

任
職
員
が
毎
日
実
施
し
て
い

ま
す
。
み
か
ぼ
保
育
園
に
も

給
食
を
提
供
し
て
い
る
た
め
、

基
準
値
は
乳
児
用
食
品
の
１

キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
５０
ベ
ク

レ
ル
以
下
と
し
て
い
ま
す
。

測
定
は
給
食
の
時
間
の
前
に

終
わ
ら
せ
、
万
一
の
時
は
給

食
を
中
止
し
ま
す
が
、
現
在

ま
で
問
題
に
な
る
よ
う
な
数

値
は
出
て
い
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
原
発
事
故
が
完
全

に
収
束
し
、
市
民
の
不
安
が

解
消
さ
れ
る
ま
で
続
け
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
藤
岡
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
は

昭
和
６１
年
に
稼
働
し
、
す
で

に
２６
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
ご
み
焼
却
施
設
の

耐
用
年
数
は
２５
年
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
施
設
は

平
成
１０
年
度
か
ら
１１
年
度
に

か
け
て
改
修
工
事
を
行
っ
て

お
り
、
次
に
耐
用
年
数
を
迎

え
る
の
は
平
成
３７
年
と
な
り

ま
す
。
そ
の
後
に
改
築
と
な

れ
ば
、
費
用
は
現
在
の
施
設

と
同
じ
１
系
列
で
約
１
５
０

億
円
、
２
系
列
な
ら
約
２
０

０
億
円
か
か
る
と
言
わ
れ
、

国
の
補
助
を
受
け
て
も
、
藤

岡
市
に
は
負
担
が
大
き
す
ぎ

ま
す
。

　
対
策
と
し
て
は
、
毎
年
計

画
的
に
補
修
し
、
定
期
的
に

改
修
を
行
っ
て
い
け
ば
、
当

面
の
間
は
使
っ
て
い
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

い
ず
れ
は
限

界
を
迎
え
ま

す
が
、
そ
の

時
は
西
毛
地

域
が
共
同
で

大
規
模
な
施

設
を
造
り
、

個
々
の
市
町

村
の
負
担
を

減
ら
す
と
い

う
の
が
県
の

方
針
で
す
。

　
日
常
の
業
務
は
職
員
に
よ

る
管
理
と
委
託
企
業
の
作
業

に
よ
り
、
良
好
に
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
ご
み
の
増
加
に

対
応
し
て
２４
時
間
連
続
運
転

が
続
い
て
い
る
状
態
で
あ
り
、

そ
の
努
力
に
感
謝
し
た
い
と

思
い
ま
す
。



議会開会前
　招集告示　
　　　　定例会初日の7日前に定例会の招集につい
　　　て告示（市役所と鬼石総合支所正面玄関前
　　　の掲示場に掲示）されます。

　陳情書審査協議会　
　　　　陳情書が提出されている場合、議会運営
　　　委員会を開催する前に開催します。
　　　　議会に提出された陳情を、本会議に提出
　　　すべきか、議員全員に配布すべきか等につ
　　　いて協議します。

　議会運営委員会　
　　　　 定例会初日のおおむね2～3日前に開催します。
　　　　定例会に提出される議案・請願・陳情の
　　　 取り扱いや、定例会の会期日程、一般質問
　　　の取り扱いについて協議します。
--------------------------------------------------------------------------
本会議
　本会議開会　
　　　　議員定数（22人）の半数以上の議員が議
　　　場に出席し、定刻になると議長は開会を宣
　　　言します。
　議案上程　
　　　　 議長が議案を議題とします。

　提案理由の説明　
　　　　提案者（市長・担当部長・議員）から提
　　　案理由の説明が行われます。

　質 疑　
　　　　提出された議案に対して分からないこと
　　　があれば質疑をします。質疑の回数は１人1
　　　議題につき5回までです。

　委員会付託　
　　　　議案をより詳しく審査するため、所管の
　　　常任委員会、または特別委員会に付託します。
　　　ただし、すぐ決められるものは委員会付託
　　　を省略し、即決（討論・表決）します。
　　　　請願・陳情については文書表を作成し、
　　　所管の常任委員会、または特別委員会に付

　　　託します。
--------------------------------------------------------------------------

--------------------------------------------------------------------------
本会議
　本会議（委員長報告）
　　　　委員会の審査が終了すると、各委員長は　
　　審査の概要と結果を報告します。

　質 疑　
　　　　委員長報告に対して、分からないことが　
　　あれば質疑をします。

　討 論　
　　　　議題の案件に対して、議員が賛成あるい　
　　は反対の意見を表明します。

　表 決　
　　　　議員が案件に対して賛否の意思表示をし　
　　ます。

　閉 会　
　　　　議長が閉会を宣告することにより、議会　
　　はその活動能力を失います。
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　　　委員会
　　　　委員会審査　
　　　　　　　議案については本会議で説明して
　　　　　　いるため、提案理由の説明は省略し
　　　　　　ます。請願・陳情については文章を
　　　　　　 朗読します。
　　　　質 疑　
　　　　　　　分からないことがあれば質疑をします。
　　　　　　 ここでは回数の制限がありません。
　　　　討 論　
　　　　　　　議題の案件に対して、委員が賛成
　　　　　　 あるいは反対の意見を表明します。
　　　　表 決　
　　　　　　　委員が議題の案件に対して賛否等
　　　　　　 の意思表示をします。
　　　　委員会審査終了　

　
若
葉
が
萌
え
、
爽
や
か
な
季

節
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
２５
年
第
１
回
定
例
市
議

会
の
開
会
前
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
こ
ど
も

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
全
国
１
位

に
輝
い
た
神
流
小
学
校
合
唱
部

の
皆
さ
ん
に
よ
る
合
唱
が
披
露

さ
れ
、
素
晴
ら
し
い
歌
声
が
響

き
渡
り
、
議
場
は
感
動
の
渦
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
３
月

１１
日
に
は
、
東
日
本
大
震
災
で

亡
く
な
ら
れ
た
方
に
、
黙
と
う

を
捧
げ
ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
、

７
名
の
議
員
の
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
、
５７
議
案
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
は
、
こ
れ
か
ら

も
皆
さ
ん
に
読
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
見
や
す
く
、
わ
か
り
や

す
い
内
容
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

委
　

員
　

長
　
　
山
田
　
　
朱
美

副
委
員
長
　
　
渡
辺
　
新
一
郎

委
　
　
員
　
　
渡
辺
　
　
徳
治

委
　
　
員
　
　
岩
　
　
　
和
則

委
　
　
員
　
　
佐
藤
　
　
　
淳

委
　
　
員
　
　
反
町
　
　
　
清

委
　
　
員
　
　
隅
田
川
　
徳
一

委
　
　
員
　
　
吉
田
　
　
達
哉
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 議会一口メモ（ＮＯ.4）

藤岡市議会定例会の流れについて紹介します。



８

番　号 件　　　　　　　　名 結　　　果

専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて）
専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて）
教育委員会委員の任命について
三波川財産区管理会委員の選任について
藤岡市収入印紙等購買基金条例の制定について
藤岡市小水道条例の制定について
藤岡市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について
藤岡市新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について
地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を講ずるための関係法律
の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について
藤岡市障害者支援センターきららの設置及び管理に関する条例の一部改正について
藤岡市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例
の制定について
藤岡市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予
防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の制定について
藤岡市土と火の里公園設置及び管理に関する条例の一部改正について
藤岡市小口資金融資促進条例の一部改正について
藤岡市移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める条例の制定について
藤岡市準用河川管理施設等の構造の技術的基準を定める条例の制定について
藤岡市都市の低炭素化の促進に関する法律関係手数料条例の制定について
藤岡市市営住宅等整備の基準に関する条例の制定について
藤岡市移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を定める条例の制定について
藤岡市公園条例の一部改正について
藤岡市桜山温泉センターの設置及び管理に関する条例の廃止について
藤岡市簡易水道事業等の設置等に関する条例の一部改正について
藤岡市水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基
準に関する条例の制定について
藤岡市水道事業給水条例の一部改正について
藤岡市多野しんきん育英会奨学基金条例の制定について
藤岡市民ホールの設置及び管理に関する条例の一部改正について
藤岡市鬼石多目的ホールの設置及び管理に関する条例の一部改正について
藤岡市職員の給与に関する条例の一部改正について
工事請負契約の締結の議決事項の変更について
損害賠償の額を定めることについて
市道路線の廃止について
市道路線の認定について
平成２４年度藤岡市一般会計補正予算（第４号）
平成２４年度藤岡市国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）
平成２４年度藤岡市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
平成２４年度藤岡市介護保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）
平成２４年度藤岡市介護老人保健施設特別会計補正予算（第１号）
平成２４年度藤岡市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）
平成２４年度藤岡市学校給食センター事業特別会計補正予算（第１号）
平成２４年度藤岡市下水道事業特別会計補正予算（第２号）
平成２４年度藤岡市特定地域生活排水処理事業特別会計補正予算（第２号）
平成２４年度藤岡市簡易水道事業等特別会計補正予算（第１号）
平成２４年度藤岡市三波川財産区特別会計補正予算（第１号）
平成２４年度藤岡市水道事業会計補正予算（第１号）
平成２４年度藤岡市国民健康保険鬼石病院事業会計補正予算（第１号）
平成２５年度藤岡市一般会計予算
平成２５年度藤岡市国民健康保険事業勘定特別会計予算
平成２５年度藤岡市後期高齢者医療特別会計予算
平成２５年度藤岡市介護保険事業勘定特別会計予算
平成２５年度藤岡市介護老人保健施設特別会計予算
平成２５年度藤岡市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算
平成２５年度藤岡市学校給食センター事業特別会計予算
平成２５年度藤岡市下水道事業特別会計予算
平成２５年度藤岡市特定地域生活排水処理事業特別会計予算
平成２５年度藤岡市簡易水道事業等特別会計予算
平成２５年度藤岡市三波川財産区特別会計予算
平成２５年度藤岡市水道事業会計予算
平成２５年度藤岡市国民健康保険鬼石病院事業会計予算

藤岡市市道等迷惑行為防止条例の制定について
藤岡市議会政務活動費の交付に関する条例の一部改正について

報告１号
報告２号
第 １ 号
第 ２ 号
第 ３ 号
第 ４ 号
第 ５ 号
第 ６ 号
第 ７ 号

第 ８ 号
第 ９ 号

第１０号

第１１号
第１２号
第１３号
第１４号
第１５号
第１６号
第１７号
第１８号
第１９号
第２０号
第２１号

第２２号
第２３号
第２４号
第２５号
第２６号
第２７号
第２８号
第２９号
第３０号
第３１号
第３２号
第３３号
第３４号
第３５号
第３６号
第３７号
第３８号
第３９号
第４０号
第４１号
第４２号
第４３号
第４４号
第４５号
第４６号
第４７号
第４８号
第４９号
第５０号
第５１号
第５２号
第５３号
第５４号
第５５号
第５６号

平成２４年第４号
第 １ 号

報告
報告
同意（全員一致）
同意（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）

可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（多数）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（多数）
可決（多数）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（多数）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（多数）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）

否決（少数）
可決（全員一致）

議 案 等 審議結果 〈3月定例会〉

市長提出議案

議員提出議案


